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 １ 研究主題の設定理由 

   各種調査の結果から、本校には、自分の思いや考えがあっても、それを他者に伝

えることに躊躇する児童が多いことが明らかになっている。この課題の解決に向

け、令和５年度から研究実践を積み重ねてきた。令和５年度末のアンケート結果

から、これまでの実践が課題の解決に向けて効果的だったことがわかった。 

令和６年度も引き続き、一人一人の児童が教材の内容を自分自身の問題と捉え

て真摯に向き合い、自分なりの思いや考えを確かにもてるように工夫すること、そ

して、その思いや考えについて、他者に躊躇なく語ったり、他者と論じ合ったりす

ること、これらを通して、自己の生き方について深く考えられるようにしたいと考

え、本研究主題を設定した。 

 ２ 研究の仮説 

(1) 児童が自身や他者の思いや考えと向き合える場、思いや考えをより多面的に多

角的に膨らませる場、教材の内容を自分の心に落とし込める場などを意図して設

定することによって、自己を見つめ、自己の生き方についての考えを深める児童を

育成できるであろう。  

 (2) 児童が自身の思いや考えを「見える化」できる環境、戸惑いなく学習を進めてい

ける環境、常時道徳性に触れられる環境を意図して整備することによって、自己を

見つめ、自己の生き方についての考えを深める児童を育成できるであろう。  

 ３ 研究の経過 

時 期 内  容 

４月 

５月 

６月 

７月 

 

８月 

９月 

 

 

１０月 

１１月 

１２月 

1 月～３

月 

・研究主題の検討、研究の方向性と研究組織の再考 

・研修計画の検討、授業者の決定、部会による研修 

・部会による活動、指導案検討 

・第１回 校内授業研究会 研究授業 ２年１組  

・hyper-QU の実施 

・部会による活動、指導案検討 

・「夢と豊かな心をはぐくむ講演会」 

『夢を叶えるために大切なこと』西武ライオンズ 

・第２回 校内授業研究会 研究授業 ３年２組 ５年１組 

・指導案検討、環境整備 

・研究発表 研究授業 ３年１組 ６年１組 

・部会による活動内容のまとめ 

・hyper-QU の実施 

・研究のまとめ（来年度の学校研究の方向性） 

 

研究主題「自己を見つめ、自己の生き方についての 

考えを深める児童の育成」 
  ～語る・論じ合う授業実践を通して～ 
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 ４ 研究の内容  

(1) 授業・調査部の取組 

ア 考えの見える化 

自分の考えを伝えたり、友達の考えと比較し 

たりしながら語り合うために、考えを見えるよ

うにした。思考ツールを効果的に使うことで、自

他の考えを尊重しながら主体的に語り合うこと

を目指した。 

イ 「語り合いタイム」とキー       

ワードの掲示・活用 

全教科で「語り合いタイム」

を実施した。その語り合いタイ

ムがより充実した内容になる

ように、キーワードを掲示した。友達の

意見に対して、児童同士で切り返したり

問い直したりする力が身に付き、「語り

合い」を通して学びを深めることができ

た。 

ウ 教材を分析するための「授業づくりすごろく」の見直し 

教材分析の資料「授業づくり   

すごろく」を見直した。 

１…児童の実態、目指す姿 

２…主題名、教材名、内容項目、 

教材のよさ、学習指導要領 

のキーワード 

３…教師の期待する振り返り 

４…課題 

５…授業の流れ 

教師の期待する振り返りから課題を設定することにより、手法だけにとら 

われず、内容項目の理解に焦点をしぼって授業を進めることができた。 

エ 「彩の国 教育週間」での道徳教育の取組     

彩の国 教育週間で彩の国の道徳を活用

した取組を実施した。児童の考えや振り返

りが書かれたワークシートをもとに、「どの

ように考えたのか」「なぜそう考えたのか」

などを家庭で語り合う機会を設けた。 

教材と保護者のコメントを掲示 

考えを伝え合う姿 じっくり聞く姿 

２ 

５ 
１ 
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(2) 環境部 

ア  道徳広場の充実 

授業で学んだ道徳性が行動に結び付くように

「道徳の見える化」を意識した。また、児童が日々、

道徳性に触れること、自他の考えや学校の取組が

見えることを目指し、道徳広場を設置した。 

    イ ぽかぽかの木 

友達にしてもらって嬉しかったこと、自分が友達にし

てあげられたことなどを実に書いて掲示した。貼り重ね

られるようにしたり、給食の時間に放送で知らせたり、

工夫した。 

    ウ 葛藤コーナーと TKD 集会 

日常生活でありそうな問 

いを「あなたならどうす 

る？」と掲示し、児童が自分 

の考えで意思決定をして、 

シールを貼るコーナーを設 

置した。シールを貼るとき 

には、その理由も考えながら貼り、縦割り班で話し合う TKD 集会で友達に伝 

えられるようにした。 

エ TKD コーナー 

教室と職員室の廊下に、授業で活

用したワークシートと板書写真を掲

示することで、他者の考えに触れら

れるように工夫した。 

児童は自分の考えと友達の考えを比べながら見る

ことができた。また、来校した地域の方が TKD コーナ

ーを見てくださり、学校の取組の発信にもつながった。 

(3) その他の取組 

ア 特別の教科 道徳の、頭文字を使った合言葉 TKD の決定 

T…とことん考え K…懇々
こんこん

語り D…どんどんやろう！ 

イ 授業参観で親子道徳 

ウ 保護者から返信のある TKD 通信 

研究について家庭に伝える手段として TKD 通信を発行し 

た。各学年の授業の様子や児童の様子を伝える内容にした。 

通信には返信欄を設けて、保護者から意見や考えをいただ 

けるように工夫した。 

 

ぽかぽかの木 

 

 
木の実の様子 

シールを貼る姿  

葛藤コーナーでシールを貼る姿 縦割り班で語り合う TKD 集会 

教室の TKD コーナー 職員室廊下の TKD コーナー 

児童の振り返り 

TKD 通信 保護者からの返信 

(※ T…とことん考え K…懇々
こんこん

語り D…どんどんやろう！) 

授業参観 親子道徳 
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エ 教員自主学習会「ゆる会」 

自由参加で、道徳教育以外の素朴な疑問などをテーマ 

に話合いを中心とした学習会を実施した。若手教員が、 

意見を言えるような雰囲気づくりに努めた。 

 ５ 研究の成果と課題  

(1) これまでの研究の成果 

ア 全国学力・学習状況調査（R６ ４/１８実施 第６学年児童２４名） 

グラフ①から、本研究の道徳科や道徳教  

育の様々な手立て（語り合いタイム、TKD 集 

会など）によって、自身や他者の思いや考え 

と向き合える場や、思いや考えをより多面 

的・多角的に膨らませる場を整えた成果で 

あると考えられる。（仮説１） 

 研究主題設定の理由にある、児童の実態への手立てとなり、非認知能力（自

己効力感）の高まりへとつながった。 

イ ＴＫＤアンケート（本校独自のアンケート全校児童 ２０３人）  

グラフ②から、友達の考えを見えるよう 

にすることで、自他の考えの共有につなが 

った。これは自身の思いや考えを「見える 

化」できる環境や常時道徳性に触れられる 

環境を整えた成果だと考えられる。（仮説２） 

ウ 埼玉県・学力学習状況調査（R６、５月実施 第４～６学年９２名） 

グラフ③から、埼玉県が取り組んでいる 

「規律ある態度」の課題の一つである「話を  

聞き発表する」項目が埼玉県や熊谷市と比 

べて高い数値であった。本校の研究主題の 

「語る・論じ合う授業実践」に向けて、互い 

の考えを深めるために、友達に分かるよう 

に思いを届けたり、届けられた思いに対して共感したり、疑問を投げかけた 

りする取組を継続的に行った成果であると考えられる。（規律ある態度） 

(2) 今後の課題 

ア 授業の質の向上 

児童が自分事として道徳的価値を捉え、自己の生き方について自ら問いか

け、よりよい生き方を求め続けられるように、場づくりや環境設定の工夫に

加え、教材の価値にせまる切り返しや振り返りの生かし方も研究していく。 

イ 語り合いタイムの全面展開 

引き続きすべての教科で「語り合いタイム」を位置付け、子供と教師、子 

供同士が向かい合いながら学びを深めていく。 

② 

① 

③ 

教員自主学習会「ゆる会」 


